
便秘のコントロール

便秘は、単純に骨盤内を圧迫し、苦しくなるだけでなく、子宮や排卵状態を悪化させる事も有り、
悪玉菌が増殖すると、流産の原因となる事もあります。食事と運動の改善が基本ですが、お薬の
力も借りて、しっかりとコントロールしましょう。

当院では、3種類のお薬を処方していますので、それぞれの働きを理解して、お腹の調子を整え
ましょう。

①ビオスリー錠（1日3回 1回1錠）
いわゆる整腸剤です。ビフィズス菌などの善玉菌が3種類配合されています。腸内フローラを整
えるので、便秘だけでなく、下痢の治療にも用いられます。腸活のベースとして飲むと、お腹の
調子を徐々に整えていきます。

②マグミット錠（1日3回 1回2錠）
腸の動きを良くするマグネシウムを含み、便の水分バランスを改善するため、お腹が痛くなりに
くいです。

③センノシド錠（1日1回 1回1錠）
いわゆる下剤で、漢方成分がベースになっています。腸を刺激するため、お腹が痛くなる事があ
りますので、少量から開始してください。就寝前に内服すると翌朝にお通じが出る事が多いです。
翌朝になってもお通じがないときは、朝にもう1錠追加で飲むと良いでしょう。
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